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よ
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す
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。
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国分寺崖線の湧水を集めながら崖線下をほぼ南東に流れる、多摩川の支川
野川。奥に見えるテニスコートは、2000年（平成12）竣工の〈野川大沢調
整池〉。水量が増えたときは、テニスコートに越流させて一時貯留している。


